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第１章

　

緒

　

札幌市におけるハイヤー・タクシーす（以下人イ．タクと略記する） は，′入口約９５万 （１９６９年８月

１日現在） を有する札幌市の都市交通において市電， 市バス， 国鉄バス， 中央パス， 定鉄バスなど

とともに， 公共的都市交通の重要な一構成部分を形成している・，
′今や札幌市におけるハイタク企業

数は５８社に達し，２，９０３台の乗用車を有し，．約７，６００有余人の運転手を擁している， その他個人タ

ク シー２９７を算えるという発展状態である．

　

このように都市交通上重要な地位を占めているにもかかわらず， 民間中小企業としてのハイタク

会社は÷

　

経済上独占資本の圧迫を受け， 政治上行政官庁の監督規制を受けている．
・ノ・イタク資本家

は自分に向けられた独占資本の圧迫と行政官庁の監督規制とを，
．つまり自分にのしかかる重圧をそ

のままハイタク労働者の肩に転嫁し， そのうえさらにノ

　

資本家●としての搾取と抑圧をパイ．タク労働

者に加えている．

　

ハイタク資本家は歩合給賃金制， 過酷な労働条件をハイタク運転手に押しつけ， ハイタク運転手

を残酷に搾取している．
・こうした事情のもとにあるハイタク運転手は， 米帝国主義， 日本独占資本

と中小資本との三重の残酷な搾取を受けている． したがって， 資本家と労働者とのあいだに賃金制

度についての闘争， その他の労働条．件についての闘争が絶えず発生し， 展開している．

　

ハイタク運転手は走れ走れという冷酷な， 目に見えないむちをうけ，
．労働者軽視のもとで働きつ

づけており， さらに加えて交通戦争のなかで連続１６時間の交通労働に隔日従事しており， 心身を

磨り減らしながら， 白夜市民に奉仕している． このハイタク運転手の社会的役割について， ハイタ

ク資本家はどう考えているか． 社会はいったい真剣に考えているだろうか． ハイタク運転手の歩合

給制の改善や労働条件の改善のために， また生活安定と健康管理のため ハイ・タク，会社はこれまで

いったいどんな配慮を払うてきたが；二現在どの程度の配慮を払っているか，
ｒまた政府はこの種の交

通労働者の生活と健康を守るために血のある政策を実行してきたか， そして現在実行じているかノ
．

　

ハイタク運転手の労働力の再生産を保障するため， 運転手とその家族の生活と健康とを守
＊るた

め， 栄養調査を何よりもまず実施
」しゞ食生活実態を具体的に把握する必要がある． 栄養や食生活に

関する科学的調査資料をわれわれの手中に掌握し，
′これを栄養改善や食生活改善のために活用しな

ければならない， これがハイタク運転手世帯の栄養調査目的である／

第２章

　

調

　

査

　

の

　

部

１． 調

　

査

　

対

　

象

調査対象は札幌市に居住し， 労働組合員であるハイタク運転手の１０世帯である， 運転手の年齢

は２０～３０歳代で， 生活条件の似た世帯持ちであり， かつ調査目的を理解し， 調査に協力する世帯

を， 全自交札幌協議会と協議して調査対象とした． 調査対象の家族構成，月
収入および住居関係は

（８）
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表１

　

家族構成，月収入，住居関係 １９６９年４月１日現在

成

　　

人

男

　　

女

８～６

男

　

女

５^Ｊ４

男

　

女
副人数

備

　　　

考 月

　　

収

　

入 住

　

居

　

関

　

係

運 転手
健康状態

主

　

婦 （世帯主）

千円

消費単位
当り千円部屋数

盛会署
畳

家賃， アパ
ート， 借間

　

千円

Ｉ
１

　　　

１
（３０） （２７）

Ｉ Ｉ ４ 胃悪い
神経痛 内′職 ４５，Ｏ １６，４ ３ ５，５ ９，Ｏ

２
１

　　　

１

，（３２） （２６）
Ｉ Ｉ ４ ５５，Ｏ ２０，０ ２ ４，７ １０，０

３
１

　　　

１

（３５） （３４）
Ｉ ３ 胃悪い

むちうち症
姫．娠 ４５．Ｏ １８，Ｏ ２ ４，８ ７．３

４
１

　

・

　

Ｉ
（２７） （２９）

Ｉ ３

同同

内

　

職 ５０，Ｏ ２１．７ ２ ５，６ ｌｏ．０

５
１

　　　

２

（３６）（７３，３０） ，

　　

Ｉ ４ ３８，Ｏ １２，９ ４ ５，１ 持家

６
１

　　　

１

（３７） （２９）

　　　　　　

ｒ

　　　　　　

ｒ
Ｉ ３ 胃悪い 躍膿 ３５，Ｏ １４，９ ２ ８，８ １０，０

７
１

　　　

１
（２８） （２６）

１

　　

， Ｉ ４ 同 内，職 ４５．Ｏ １６，４ ２ ３，５ ７，０

８
１

　　　

１

（３６） （３２）
Ｉ Ｉ ４ 同

　　　　　　　

． １４５，Ｏ １６，１ ３ ７，３ 持家

９
１、

　　

Ｉ
（３０） （２５）

　　　　　　　　　

． ２ 同 鷲躍 ３８，Ｏ １９，５ ２ ５，３
…

　

８，Ｏ

ｌｏ
１・

　　

Ｉ

（２６） （２６）
Ｉ ３ 同 内

　

職 ５０．Ｏ ２１，７ ２ ５，４ １０，０

平

　

均

　　　

主婦
（３１，７）（２８，４）

３，４ ４４，６ １７．８ ５，６ ８，９

注

　

（

　

）内数字は年齢を示す，

表１に示すとおりである． 表１からわかるように， 家族関係は， １世帯を除き， 核家族であり， 平

均家族数は３，４人である， 世帯主（運転手）の手どり月収入平均は４４，６００円であって， 消費単位当

り月収入平均は１７，８００円である， 表１に示すように， 住居関係では持家は１０世帯中２世帯であ

り，８世帯はアパートか借間であって， そのうち７世帯は２部屋である， 家賃は月平均８，９００円で

あって， 家計を圧迫している， 判明した主婦の内職は半数に達している．

２． 調

　

査

　

期

　

間

　

調査対象を２班に分け， 第１班は１９６９年３月２７日から３月３０日までの４日間， 第２班は４月

３日から４月６日までの４日間調査を実施した， この調査期間は’ 給料が３月２５日に支給された

直後に当り， ふところのまだ暖かい時期であった， ということに注目する必要がある，

３← 調

　

査

　

方

　

法

　

調査方法は世帯別記入方法と聞きとり方法の併用であり，，調査員３名は主婦に対して調査の目的

意義について事前に説明し， 理解を深め， 摂取食品の種類と数量あるいは購入食品の金額， 料理の

種類，食事回数，
、食事時間などを正確に記入するようたのみ， そして記入方法を説明した． 調査対

象１０，世帯の住居は札幌市の中央部， 東部， 南部， 北部にそれぞれ遠く散在していた， 調査員は乗

用車を利用して毎日１回主婦の都合のよいときに， 戸別訪問し， 記入事項を点検したり， 聞きとっ

たりして， 記入不備の個所を補足した，

４， 調査結果と考察

　

（１） 食品群別摂取量

　

ハイタク運転手世帯１人１日当り食品群別摂取量は表２に， 摂取食品の種類は表３にそれぞれ示

すとおりである． ハイタク運転手世帯の摂取食品はどんな特徴があり， 欠陥があるのか． また札幌

市における中 ・企業労働者世帯；（機械修理工， いもの工などの世帯） の摂取食品１）に比較して１ ど

んな差異があるのか． 昭和４５年を目途とする食糧構成基準と比較して， どんな欠陥があるのか．

これらの問題について考察を加えよう，
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表２

　

ハイタク運転手世帯１人１日当り食品群別摂取量（ｇ）

穀

　 　

類

い

も類

砂

　 　

糖

油脂

類

貝

　 　

類

動

　

物

　

性

　

食

　

品 野 菜類
果

実

類

魚
介
類

肉類

嚢 撰
緑黄色そ

の
他

　　

Ｉ

　　

２

　　

３

　　

４

　　

５

　　

６

　　

７

　　

８

　　

９

　　　　

ｌｏ

平

　　　　　　

均

３００

２７８

２８９

２５９

２６８

３００

３７２

３３０

３１３

２３４

２９４

５２

８５

２２

７１

６５

７

１２

９７

９４

５１

９

２７

１７

２０

２７

２５

１９

１９

２３

１９

１４

１３

１５

９

３１

１９

１３

１９

３７

１９

１９

５２

９７

１２２

６０

６３

８５

７０

５８

１４８

４５

８０

８７

７１

９３

９１

８５

１０５

６８

１２７

１５４

１５０

１０３

３２

４１

４４

３８

５１

２６

４７

２５

６１

３７

１５２

１２７

３９

５７

１０４

１０６

２１８

６４

８７

１２

３３

３７

３６

４９

１８

２２

９

６４

７

２９

２３

５４

２３

１８

３７

１９

１０

１６

１１２

１９

３３

１６６

８６

５０

８８

１３２

６５

３８

６４

２００

７６

９７

５３

９１

１２９

２

１８７

５９

３０

２６１

７１

８８

， ４

３

Ｉ

２

２

の

の

の

Ｉ

７４ ７８ ３８ １１２ ２６７
１２１

　　

１４８

　　　

６２

　　　

８３

　　　　　

Ｙ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・

　　　　

１０４

３３

４

　　

６５

　　

」
９

４４

札幌中小企業労働
者世帯

３７０ １７ １７ １０ ４４ ７６ ２３ Ｉ １９ ５９ １３７ ２７ Ｉ

９３ ２６ ３４ ５９ １４７ ，
８９

　　　

９２

　　　

１

　　　

５４

　　　　　

５９

５９１

　

９１

７５
１４

Ｓｅｐｔｅｍｂｅｒｌ９７０

表３

　

摂取食品の種類（４日間）
穀

　 　

類開蚕
動

　

物

　

性

　

食

　

品 野菜 類
果

実

類

油

脂類

調

味類

海草

類

そ

　

の

他 計
魚
介
類躍酸撰

緑黄色そ
の
他

　

Ｉ

　

２

　

３

　

４

　

５

　

６

　

７

　

８

　

９

　

１０

平

　　

均

３

８

３

２

６

６

４

５

２

５

４，４

３

５

Ｉ

３

２

２

Ｉ

Ｉ

３

２，１

３

４

５

４

４

４

４

３

４

４

３，９

６

６

５

６

５

６

２

８

６

９

５，９

２

２

３

２

２

３

２

２

Ｉ

１，９

２

Ｉ

２

４

２

Ｉ

Ｉ

Ｉ

１，４

１ １

　

１ ▲

　 　

１ ｉ

　 　

１ ←

　 　

１ ▲

　 　

１ ｉ

　 　

１ ▲

　 　

１ ▲

　 　

１ ▲

　 　

１ ▲

　 　

１ １

３

５

Ｉ

３

４

２

２

２

５

２

２，９

７

６

４

６

６

２

５

５

６

６

５，３

２

３

２

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

３

２

１，６

３

４

４

４

５

３

３

３

３

３

３，５

３

３

５

３

５

３

３

３

３

３

３，４

Ｉ

２

２

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

２

１，２

３

２

２

２

Ｉ

２

Ｉ

２

２

４

２．１

４０

５２

３５

３８

４８

３７

３２

３７

４０

４６

４１

姫婦

姫婦

姫婦

　

イ． 摂取食品の特徴と欠陥

　

表２からわかるように， 摂取量が特に少ない食品群は， まず第一に野菜類であり， 次に少ないも

のは果実類である， 野菜類摂取量１３０ｇは食糧構成基準２５０ｇの約半分である， 野菜類のうち特に

少ないのは， 緑黄色野菜であり， この摂取量３３ｇは基準のわずかに３３％である， 野菜類摂取不足

は栄養上の大きな欠陥である．

　

緑黄色野菜の不足しないものや十分とっているものは， 長期の調査経験から考察すると， 摂取食

品群全体のバランスがとれており， また栄養素のあいだのバランスもとれている， 本調査でもしか

りである． 緑黄色野菜の基準１００ｇを超過した世帯は１世帯であり， この世帯はともがせぎであっ
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て， 他の世帯よりも合計収入が多く， 妻は栄養に関心をもった妊娠中の看護婦である，

　

その他の野菜類 （淡色野菜）の平均摂取量は９７ｇで， 基準１５０ｇ の６５％ であり， １５０ｇ以上と

っている世帯はわずかに２世帯である，

　

野菜類摂取量の少ない理由は， 第一に低所得であること， 札幌では３月～４月の初春の頃野菜類

が高値であり， 出回りが少ないこと， 特に緑黄色野菜の出回りが少なくて高値であることなどであ

る． 表３からわかるように，
４日間に摂取した緑黄色野茶の種類は１～５であり， 世帯によってひ

らきが見られる， 緑黄色野菜４～５種類をとっている３世帯は， その摂取量においても他の世帯よ

り多い，

　

果実類摂取量は０～２６１ｇであって， 世帯間のひらきが大きく， 摂取量平均８８ｇは基準２００ｇ の

４４％である， 摂取量２００ｇ以上の世帯は１世帯だけであって， 果実類摂取量は一般に少ない，

　

海草類摂取不足の世帯は半数もある， 神経を過度に使うものは， 野菜類や海草類などのアルカリ

性食品の十分な摂取に配慮を払う必要がある．

　

いも類摂取の少ない世帯は半数で， 平均摂取量５１ｇは基準６５ｇの７８％である，

　

ロ． 動 物 性 食 品

　

動物性食品に対して一般に配慮を払っていることは， 栄養摂取上よいことである． 魚介類と肉類

との摂取量はいずれも基準以上であるが， 卵類と乳類は基準に達しない， 動物性食品全体としては

基準に達するが， この基準が低すぎるので， 基準に達したといって満足すべきでない， ハイタク運

転手の場合， 心身の消耗を補修するため， 優良な蛋白質を多量含有する卵類・乳類をもっと多く摂

取する必要がある， 表２に示すように， 世帯 Ｎｏ，２と Ｎｏ，９の乳類摂取量は基準１４０ｇ以上であ

り， これはよい傾向である， 卵類や乳類の摂取量は世帯のあいだのひらきが大きい，

　

表２からわかるように， 動物性食品摂取量についてハイタク運転手世帯は， 札幌の中小企業労働

者世帯よりもかなりまさっている． 後者の動物性食品摂取量はきわめて低く， 魚介類を除き， 他は

半飢餓水準である． ハイタク運転手の労働内容から考察すると， 表２に示すこの程度の摂取量 で

は， 中枢神経系統の十数時間の激しい活動による体内消費蛋白質を補修するために， はたして
十分

であろうか， 著者０士ト分であるとは考えない．

　

ハ， 大豆製品と油脂類

　

みそ・とうふ・なっとぅなどの大豆製品の摂取と油脂類摂取が配慮されていること， 特にとうふ

をよく摂取すること， これは栄養上よいことである． 油脂類摂取量は， 表２からわかるように， 世

帯間にいくらかのひらきが見られるが， 平均摂取量１９ｇ であって基準１７ｇを上回っている， 豆類

摂取量平均８０ｇは１０世帯とも基準を越えている，

　

二． 摂取食品の種類

　

４日間摂取した食品は， 表３に示すように， すべての食品群にわたっており， その食品数は比較

的に多く， 酒類・菓子類をのぞいて，３２～５２であって平均４１である， ハイ夕・ク運転手世帯の摂取

食品の種類は比較的に多様性をもっており，中小企業労働者世帯の５日間の摂取食品数
１）（２１～４１，

平均３３） よりもかなり多い， 一般に摂取食品がすべての食品群にわたって多ければ多いほど， 栄

養のバランスがいっそうよくとれることになる， このことから考察すると， 本調査対象は中小企業

労働者世帯よりも栄養のバランスの点でまさっている，

　

（２） 栄 養 摂 取 量

　

成人１人１日当り栄養摂取量は表４に示すとおりである， 栄養摂取量は一般に低水準である， 栄

養摂取量について， ハイタク運転手世帯と札幌市の中小企業労働者世帯
Ｌ）を比較すると， ハイタク

運転手世帯が熱量， 炭水化物とビタミンＣを除いて，， いずれもまさっている， ハイタク運転手世帯



ＶＯ１，２１，Ｎｏ．・

　　　　

ｂｕｒｎａーｏｆＨｏｋｋａｉｄＱＵｎｉｖｅｒｓｉｔｙｏｆＥｄｕｃａｔｉｏｎ（Ｓｅｃｔｉｏｎ．ＩＣ） Ｓｅｐｔｅｍｂｅｒｌ９７０

　

ｊｏｕｒｎａｌｏｆＨｏｋｋａｉｄｏＵｎｉｖｅｒｓｉｔｙｏｆＥｄｕｃａｔｉｏｎ（ＳｅｃｔｉｏｎｌＩＣ）

表４

　

ハイタク運転手世帯の成人１人１日当り栄養摂取量（成人単位）

熱

　

量

Ｃａｌ

蛋白質

ｇ

脂

　

質

ｇ

炭水化物

　

ｇ

カ

　　

ノレ
シウム

　

ｎｌｇ

ビ

　　　

タ

　　　

ミ

　　　

ン

今勢力 Ｂ，
ｍｇ

Ｂ２
ｍｇ

Ｃ

ｍｇ

世帯人／ｏ．１

　　

２

　　　

３

　　

４

　　

５

　　

６

　　

７

　　

８

　　

９

　　　　

１０

平

　　　

均

２，１６３

２，３９４

１，９５７

１，８５２

２，３５１

２，０５０

２，５２３

２，２８１

２，０９８

１，９８４

２，１６３

７０．８

８３，２

７０，５

７２．３

８８，３

６９，７

７０，８

７９，４

８７，２

７９．５

，７７．２

３６，４

５１，７

４４，３

３７，６

５１，７

４８，３

４６，２

４２，１

５７，Ｏ

５２，２

４６，８

３８８

３９９

３１９

３０６

３８３

３３４

４５６

３７１

３０９

２９９

３５６

　　

２６７

　　

４６５

　　

３７８

　　

２３４

　　

５２５

　　

３２５

　　

２７９

　　

１５６

，

　　

４７８

　　

２４８

　　

３３６

１，０１２

２，３１０

１，３５５

１，０５４

１，８２２

　

９５３

　

８０５

　

７０２

３，０７４

　

９７４

１，４０６

１，２０

１，３１

０，８２

１．０２

１，１５

１，０１

１，１６

１，１６

１，１７

１．１０

１，１０

０．７０

１．１７

０，９２

０，８２

１，３２

０，８４

０．９１

０，６２

１．２１

０．８５

０，９４

８６

１０３

４６

４３

８１

４０

２３

３７

１３５

６３

６６

免停中のもの １，７１１ ６４，９ ２６．６ ３０３ ２１０ ６９５ ０，９１ ０，６２ ２５ １世帯

中小企業労働
者世帯

２，３５８ ７０ ３０ ４５２ ２２１ １，３０５ １，０７ ０．７３ ７８札幌，１９６４年
調査者

　

細井

の栄養摂取量は， 中小企業労働者世帯のきわめて低い栄養水準よりもいくらかまさっているけれど

も， 最適蛋白質基準学説
２）に照せば， 低水準といわざるをえない

　

ハイタク運転手の特殊労働内容

を考慮すると，．蛋白質， ビタミン類， カルシウムをもっと多量にとる必要があり， 特にビタミ、ソＡ

と卵類・乳類蛋白質をもっと多量にとる必要がある．

　

表４に示すように， ビタミンＡは７０２～３，０７４１，Ｕ，の範囲で， 平均１，４０６１．Ｕ，であり， 世帯によ

るばらつきがきわめて大きい， 世帯 Ｎｏ，９と・Ｎｏ，２は基準以上であるが， 他はみな基準を下回る

こと甚だしい， ましてや視神経や中枢神経を長時間緊張して使用する職業のものは， 普通人よりも

ビタ ミ ン Ａ を多量に消費するので， 基準の約２倍， すなわち４，０００１．Ｕ，くらいのビタミン Ａ を

摂取すべきである， この主張によれば， ハイタク運転手のビタミンＡ摂取量はきわめて低いといわ

ざるをえない， ビタミンＡ摂取量を増大するには， 卵類や乳類などをもっと多くとること， 緑黄色

野菜を種類も多く， 量も現在の数倍多く毎日とることである． 緑黄色野菜を豊富にとれば， 他のビ

タミン類 Ｂー， Ｂ２， Ｃなどの摂取量も増大することになり， さらにカルシウムを初めアルカリ性塩

類の摂取量の増大に．もなり， かつ胃腸の機能を活発にしたり， 血液を清浄にしたり， 新陳代謝を冗

進するという効果がある．

　

表４からわかるように， ビタミン Ｂ２ 摂取量は０．６２～１，３２ｍｇ で， 平均０，９４ｍｇであり， 世帯間

のひらきがきわめて大きい．１．２ｍｇ以上の世帯はわずかに２世帯である． ビタミンＣ摂取量は２３

～１３５ｍｇ で， 平均６６ｍｇであり， 世帯間のひらきがきわめて大きい．５０ｍｇ以下の世帯が半数も

ある．

　

（３） 食 物 材 料 費

　

１世帯１月当り食物材料費， １人１日当り食物材料費， エンゲル係数などは表５に示すとおりで

ある．、
主食費， 副食費，調味料費は１世帯１月当りそれぞれ平均３，１９１円，１７，２３４円，１，７７４円であ

り， 食物材料費は１世帯１月当り平均２３，１９９円あり，１人１日当り平均２２４円である， エンゲル係

数は， 主婦の内職収入やともがせぎ収入を除いた運転手だけの月収入から算出したものである． し

たがって主婦の内職やともがせぎの世帯では， 表５に示したェンゲル係数よりも実際は低くなるは

ずである． 表５のエンゲル係数は一般にかなり高いといえる， しかし， 食費を著しくきりつめざる
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表５

　

食

　

物

　

材

　

料

　

費

第２１巻

　

第１号

手月当参
円

副

　　

食
１月当り

円

調 味 料
１月当り

円

食物材料
費１世帯
１月
円
当り

食物材料費 月収入
主婦の収
入を除く
千円

エソゲノレ

係

　　

数
家族数１世帯１

日当り円義１長
Ｉ

２

３

４

５

７

８

９

　

１０

平

　

均

，３，６５６

２，３０５

４１２２８

　

３，０２０

． ３，６３３

　

４，６５０

　

４，５７０

　

１，１３３

　

１，５２３

　

３，１９１

１６，２００

２１，４２０

１０，２００

２０，５９０

１８，８４０

９，９００

２１，３９０

１８，５７０

１８，０００

１７，２３４

１，６１４

２，４９２

１，７７７

１，１４７

２，１２１

１，９０７

１，６７４

　

９２１

２，３１２

１，７７４

２１，４７０

２６，２１７

１６，２０５

２４，７５７

２４，５９４

１６，４５７

２７，６３４

２０，６２４

２１，８３５

２２，１９９

　　

７１６

　　

８７４

　　

５４０

　　

８２５

Ｌ

　　

８２０

　　

５４９

　　

９２１

　　

６８７

　　

７２８

　　

７４０

１７９

２１９

１８０

２７５

２０５

１３７

２３０
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をえない世帯では， エンゲル係数が低く， かつ栄養水準も低い，

　

（４） 栄

　

養

　

改

　

善

栄養改善のため食品摂取上注意を喚起したいことは， 次の諸点である， 第一に， 動物性食品摂取

を重視すること， 特に乳類（乳製品を含む）， 卵類， 肉類などを十分摂取することである， 第二に，

野菜類摂取を重視することであり， 特に緑黄色野菜を種類も多く量も豊富に摂取することである．

第三に， 大豆製品摂取量をこれまでどおりにすることであり， さらにいも類， 海草類（摂取量は
少

ないが）などを日常かかさず摂取するという配慮である， 第四に， 外食の場合副食のないめん類を

やめ， おかずを持参するなどして，．副食に留意し， 栄養の
バランスをとるよう心がけることであ

る， 第五に， 生野菜を食べ， 食物をよ・くかみ， 食後休息を十分とることである，

第３章

　

ハイタク運転手の過酷な労働条件と生命活動規律の

　　　

擾乱， 食生活の撹乱および健康破壊

１， ハイタク運転手の過酷な労働条件

　

労働条件についてハイタク労働者はこう夕並べている．（１）驚くべき低い基本給 （２万数千円から

３万円前後） ブラス歩合給 （１０万円以上の水揚げ分に対する歩合）という過酷な低賃金体系は， 走

れ走れというむちであり， この低賃金体系にしばられて， ハイタク運転手は， 交通状況の悪いなか

を収入をあげようと， 危険を昌し， 生命を磨り減らしながら労働している，（
２）ハイタク運転手は

隔日昼夜１６時間連続労働に従事している， このこと自体きわめてきつい労働であるが， 歩合給低

賃金体系のむちのもとで生きてゆくために， さらに労働時間の延長をせざるをえず， また
１日走行

距離をおおはばに延長さぜるをえない，（３）歩合給は労働者にさまざまな手を考えさせる， 午前３

時までも働いて労働時間を延長したり， 速度をあげたり， 追越しの危険やわりこみの危険を昌した

りする， 夜間には猛烈な速度を出して走りまくるというものさえ出る始末である， 走行距 離４００

ｋｍ も走り， 甚だしきは走行距離４５０ｋｍ ないし５００ｋｍ にも達するほどかせぎまくる， 以上がノ、

イタク運転手の切実な訴えである，

　

ハイタク運転手の労働環境はどんなものであるか， それは， 毎日生命を奪い， 毎日不具者 （むち

うち症， 傷害）にする交通戦争という環境であり， 排気ガス（
Ｃ０，Ｓ０２，Ｃ０２， 臭気など）， その

他大気汚染物質 （煤煙， 発癌性物質３，４ーベンツピレソなど）を多く含有する大気汚染という環境で

あり， けたたましい都市騒音がなりひびいたり， 悪い道路による震動を身に
うけるという環境であ

くヱ３）
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り， 夜間暗中という環境であり， 吹雪や厳しい寒冷におかされた環境であり， これらがいくつか重

なった， 驚くべき劣悪な労働環境である． こうした劣悪な恐るべき環境のなかで， ハイタク運転手

は乗客の生命と安全に配慮を与えながら， 乗客を輸送する． こうしてかせいで得た月収入は， わず

か手どり４万～５万円程度である，

　

労働者が訴えているように， 歩合給低賃金体系は１６時間の労働時間をさらに延長させ， 排気ガ

スや汚染大効こさらされながら， 交通戦争のなかで無理な走行においやり， 走行距離を延長させて

いる， このため，１６時間の座位姿勢における体の緊張，中枢神経系統の持続的緊張， 特に視神経の

極度の緊張は， 心身の疲労を増大蓄積させ， 特に中枢神経系統の疲労を増大蓄積させる，

　

このような過酷な労働条件のもとでの労働と劣悪な労働環境のなかでの労働は， たえがたいもの

であり， ２０代～３０代の弾力性のある， 活動的な成人男子ならばこそ， かろうじて耐えぬいている
のである． ４０代， ５０代までも長年月にわたってこ

・
の種の残酷な労働に耐えうるものが， いったい

どれだけいるだろうか．

　

２． 過酷な労働条件による生命活動規律 （生活リズム）の擾乱

　

午前８時から翌日午前２時までの１６時間勤務は， 昼間の興奮， 夜間の抑制 （制止）という正常

交替を妨害し， 正常な新陳代謝過程を撹乱するものである． 昼夜通しの１６時間勤務は， 夜間休息

睡眠すべきときに働くというもので， 身体の自然の規律に反し， 身体に悪い影響をおよぼす， 人間
は昼間は元気にあふれ， 夜間は熟睡する． これが正常人の興奮 （昼間の活動） と抑制 （夜間の睡

眠） の正常な生理現象である． ハイタク運転手の勤務の場合， 昼間興奮の後， 休息すべき時に休息

せずに昼間の興奮にひきつづき興奮して， 夜間勤務を継続しなければならない． 中枢神経系統を初
めとして各器官を抑制すべきときに抑制できず， むりやりに興奮させる． 疲労回復を計らず， 逆に
疲労の上に疲労を蓄積する． 長時間労働の場合生ずる疲労は， 時間の経過とともに急増するもので
ある． あげの日の午前中は浅く寝るが， 熟睡はできない， 住居の部屋数が少なく， 多くのものは２

部屋で， 幼児が室内で遊びまわるので睡眠を妨げる．

　

かくして， 人間本来の中枢神経活動の正常規律が守られず， 撹乱される． したがってまた， 中枢
神経系統の支配と調節を受けている各臓器の正常活動も保障されない． 興奮と抑制の正常な， 自然
の交替規律が乱れる， ここにハイタク運転手の特殊な労働条件による生命活動規律撹乱の問題があ
る，

　

３， 労働条件による食生活撹乱

　

特殊な労働条件はハイタク運転手の食生活を撹乱し， 特殊な不安定な食生活型を形成する， そこ
で特殊な食生活の具体的内容を栄養学的観点から考察しよう．

　

就業日の朝食はだいたい定まった時間に食べるが， 昼食と夕食は勤務の関係上定まった時間にと
るとは限らない， 就業日の食事時間は不規則になりがちである， これがハイタク運転手の食生活の
一つの特徴である，

　

ハイタク運転手は， 就業日には朝昼夕３食， あげの日には昼夕２食という１日３食と１日２食の
交替の食生活を営んでいる． あげの日の夕食には酒精飲料を好んで飲用するものが多い． １日３食
と１日２食の交替はハイタク運転手の食生活のいま一つの特徴である， ここに労働条件による食生
活の撹乱と特殊な不安定な食生活型の形成が見られる．

　

外食の場合一般に食事時間が短く， 昼食と夕食との食後休息は十分とれず， 乗車勤務にうつる，
自宅に帰って食事する場合には， 食後休息は比較的によくとれる． 外食の習慣は， 栄養不足と栄養
不均衡をまねくのでよくないし， 一般に胃腸を悪くする． ラーメンを好んで食べるが， これは有害
食品添加物を含有したり， ビタミンＢ．が破壊されているので， ラーメンを常習的に食べる場合に
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は栄養上問題がある．

　

４． 健

　

康

　

破

　

壊

　

ハイタク運転手の健康破壊の主要な要因は， 劣悪な労働環境のなかでの過酷な労働条件であり，

次に第二義的要因は栄養の低水準と不均衡， 食生活の乱れである．

　

夜勤を含めた１６時間の乗車勤務， 勤務中の過度の神経緊張， １６時間以上の車内坐位姿勢による

上体の緊張， 運動不足， 特に両脚の運動不足， 勤務日の睡眠不足などは， 過酷な労働条件に基づい

た一連の健康破壊の要因である， また煤煙と有害な排気ガスを有する大気汚染も， 烈しい震動や都

市騒音などもすべて， ハイタク運転手にとって劣悪な労働環境であり， この劣悪な労働環境が健康

を破壊する．

　

健康をむしばみ， 破壊する， 過酷な労働条件のもとで， 劣悪な環境のなかで， 働きつづけるハイ

タク運転手の健康を守るために， 何をしなければならないか， 第一になすべきことは労働条件の根

本的改善であり， 次になすべきことは栄養改善と環境清浄化である，

　

本栄養調査の結果， ハイタク運転手の栄養の低水準と不均衡， 食生活の乱れが明白になった， 栄

養の低水準と不均衡も健康破壊の要因であり， 食事時間の不規則， 食後休息時間の短いこと， １日

３食１日２食交替の食生活， 不規則な低栄養の外食の多いことなども， 健康に悪い影響を与える要

因である，

　

札幌市にあるハイタク協会内診療所は， 全市５８社のハイタク運転手がかかった疾病３，２９４件 （保

険証によって診療を受けたもの）の統計をとった， その統計によれば， 消化器病（慢性胃炎， 急性

胃炎， 胃潰蕩， 肝炎， 十二指腸潰癌など） ２９，９％， 呼吸器病 （感冒， 気管支炎など） ２２，９％， 内分

泌疾患・その他 （神経痛， 腰痛症， 筋肉痛， 糖尿病など）１３．９％， 循環器病（高血圧， 低血圧 な

ど）６，４％， 皮膚病 （湿診， 皮膚炎など）５，９％， 眼病 （結膜炎など）４．６％などである， 同診療所

は， ハイタク運転手の疾病発生が実際にはこれよりもっと多い， ということを指摘している， 本栄

養調査でも， 胃腸障害が最も多いことを確認した，

　

月収入消費単位当り平均１７，７５４円という低所得は，主婦の栄養に対する配慮と苦心にもかかわら

ず， ハイタク運転手世帯の摂取栄養を低水準におく決定的要因であり， 食糧の年年の大幅値上がり

や月平均約８，９００円という高い家賃は， 家計を圧迫しており， 低栄養水準をさらに低下し， かつ栄

養改善を妨げる要因となっている．

　

表４からわかるように， 長期病気欠勤や免停処分は収入減少をもたらし， 低栄養水準をさらに一

段と低下させる， 数ヵ月の病気欠勤はハイタク運転手世帯を生活保護世帯に転落させる． こうＬた

例は現実に発生している．

　

ハイタク労働者はこう述べている，「３０代のハイタク運転手は， 働き過ぎ， 睡眠不足‘

　

疲労蓄

積， 低栄養， 食生活の不規則などによって， 普通の３０代の男子とは比べものにならないほどの劣

った体になっている， 安くて食えない賃金のために， 少しでも水揚げを増そうと， 走れ走れとかせ

ぎまくる， 心身を磨り減らしており， やや誇張していうなら， 自分の体を食
べているようなもので

ある。」

　

本栄養調査の結果はまさにこの労働者の訴えと同じである，

第４章

　

要

　　　　　

約

　

１， 札幌市に居住するハイタク運転手１０世帯を調査対象として選び、１９６９年３月２７日から４月

６日まで， 世帯別記入方法と聞きとり方法の併用によって栄養調査を実施した，
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２．

　

ハイタク運転手世帯１人１日当り食品群別摂取量（ｇ）は次の通りである，
穀
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食品群別摂取上注目すべき点は， 野菜類， 果実類が少ないこと， 特に緑黄色野菜がきわめて少な

いこと， これである， 動物性食品全体としては基準に達するが， 卵類・乳類摂取量は少ない． 動物

性食品， 大豆製品 （みそ， とぅふ， なっとう）， 油脂類などの摂取に対する配慮が一般に見られる．

　

３．
・ ハイタク運転手世帯成人１人１日当り栄養摂取量 （成人単位）は次の通りである．

ハイタク運転手世帯成人１人１日当り栄養摂取量 鮫；人単位）

裏Ｒ
量熱

　　

量

　

Ｃａｌ

蛋 白 質

　

ｇ

脂

　

｛

　

質

　

ｇ

炭水化物

　

ｇ

カノレツウム

　　

ｍｇ

ビタミン
Ａ 効 力

　

１，Ｕ．

ビタミン

　

Ｂ，

　

ｍｇ

ビタミン

　

Ｂ２

　

ｍｇ

ビタミン
Ｃ

　

ｍｇ

ハイタク

馨転露
１，８５２

２，５２３

６９，７

８７，２

３６，４

５７，Ｏ

２９９

４５６

１５６

４７８

７０２

３０７４

０，８２

１，３１

０，６２

１，２１

２３

１３５

平

　　

均 ２，１６３ ７７，２ ４６．８ ３５６ ３３６ １４０６ １，１０ ０．９４ ６６

塞箸宏 １，７１１ ６４．９ ２６，６ ３０３ ２１０ ６９６ ０．９１ ０．６２ ２５

　

劣悪な労働環境のなかで隔日１６時間乗車勤務する特殊な過酷な労働条件を考慮すると， 上記成

人１人１日当り栄養摂取量は低水準であり， 蛋白質， カルシウム， ビタミン類 Ａ， ＢＩ， Ｂ２などの

摂取量はいずれも不足であり， 職業上特にビタミンＡはきわめて不足である．

　

４． 食物材料費は１世帯 （平均３，４人） １月当り・２２，１９９円， １世帯１日当り７４０円， １人１日当

りｒ２２４円であった． 調査結果に基づいて栄養改善問題についても言及した．

　

５．

　

ハイタク運転手の過酷な労働条件について述べ， 労働条件による生命活動規律
・（生活リ ズ

ム）の撹乱， 労働条件による食生活の撹乱および健康破壊について論述した． 健康破壊の主要な要

因は， 劣悪な労働環境のなかでの過酷な労働条件であり， 第二義的要因は栄養の低水準と不均衡，
過酷な労働条件による食生活の乱れである，

　

月収入消費単位当り平均１７，７５４円という低所得は， 栄養の低水準と不均衡の決定的要因であり，
食糧の高値， 高家賃は家計を強く圧迫し， 低栄養を低下し， 栄養改善を妨げている，
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